
令和５年度水道事業評価（中間）一覧表
事前 中間・終了 中間 中間 中間 中間事前・中間・終了

上半期
執行額
（千円）

上半期
執行率

事業
進捗度

進捗状況

1,895,468 49% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・給水人口と一人一日平均給水量の実績から令和6年
度～令和8年度の県水受水量を予測し、その値を県へ
報告しました。
・天候の変化などによる日々の水需要の変化に対して
は、自己水源を活用し、安定した給水量を確保しまし
た。
・埼玉県担当者と情報の共有を図り、連絡体制を維持し
安全安心な水道水の確保を継続しています。

安
全

1-1
水源の
保全と確
保

目
指
す
べ
き

方
向
性

基
本
政
策

施策 事業名称 主管課 基本政策 事業目的
取組内容、数値目標及び

スケジュール
（単年度）

①当初予算額
(千円)

②現計予算額
(千円）

当初予算
額

（千円）

①3,866,947

②3,866,947

1-2
安全な水
質の維
持

1-2-1
水質監視体
制の強化

浄水課 お客様がいつでも安心して水道を利用できるよう、水道
事業者や水道施設の設置者と連携しながら、安全な水
源を確保し、水道水がお手元に届くまでのすべての過
程で安全かつ良質な水質を保ちます。

・川口市水質検査計画に基づき水質監視体制の強化を
図ります。
・安全な水道水を供給するため、自動水質監視装置に
よる24時間常時監視を行います。

1
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
確
保

1-1-2
自己水源の
確保

浄水課 ・日常的に井戸の静動水位の監視や揚水量の測定を実
施し、井戸の健全性を確保します。
・渇水時においても環境法令等を遵守した取水に努め
た上で必要な水源を確保します。
・上青木浄水場6号井ポンプ更新工事を行い、自己水源
の安定的な確保を図ります。

①12,716

②12,716

お客様がいつでも安心して水道を利用できるよう、水道
事業者や水道施設の設置者と連携しながら、安全な水
源を確保し、水道水がお手元に届くまでのすべての過
程で安全かつ良質な水質を保ちます。

・地下水の安定した揚水量を確保するため、取水井の
適切な維持管理を行います。
・自己水源の安定的な確保を図るため、老朽化した取水
井の改良・掘替工事を計画的に実施します。

12,716 0 0% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・計画通り井戸の水位監視を継続しました。
・環境法令を遵守し必要な自己水源を確保しています。
・上青木浄水場6号井ポンプ更新工事は、現場調査等を
行い、発注に向け設計書・図面等を作成しました。

1-1-1
県水受水の
安定化

浄水課 お客様がいつでも安心して水道を利用できるよう、水道
事業者や水道施設の設置者と連携しながら、安全な水
源を確保し、水道水がお手元に届くまでのすべての過
程で安全かつ良質な水質を保ちます。

埼玉県から購入する原水（県水）の安定的な受水を図る
ため、埼玉県との連携を強化します。

・安定した県水受水量を確保するため、過去の実績に基
づき次年度の県水受水量を確保します。
・事業1-1-2「自己水源の確保」と併せ、安定給水量を確
保します。
・埼玉県の年次点検による県水停止においても安定し
た給水ができるように、埼玉県との連携強化を図りま
す。

3,866,947

1-3
安全な水
道水の
提供

1-3-1
貯水槽水道
適正管理の
促進

上水道維持課 お客様がいつでも安心して水道を利用できるよう、水道
事業者や水道施設の設置者と連携しながら、安全な水
源を確保し、水道水がお手元に届くまでのすべての過
程で安全かつ良質な水質を保ちます。

貯水槽水道に関する安全管理について継続的に広報し
ていくとともに、貯水槽水道設置者に対し、水質の安全
管理に関する通知などにより、貯水槽水道の適正な管
理を促進します。

・新設、改造、撤去等の貯水槽情報が更新された場合
は、上下水道局から保健所に情報提供を行います。
・上下水道局ホームページ、便利帳により継続的に広報
活動を行います。
・新設貯水槽に貯水槽用ステッカーを貼付し、設置者に
対し啓発を行います。
・貯水槽水道設置者へ管理指導通知を送付します。

①561

②561

・水質検査計画を作成し、上下水道局ホームページで公
表します。
・水質検査計画に基づいて水質検査を実施し、検査結
果を上下水道局ホームページで公表します。
・水質を24時間監視するため、点検委託を年１回実施
し、自動水質監視装置を維持管理します。

①22,319

②22,319

22,319 19,591 88% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・水質検査計画を作成し、上下水道局ホームページで公
表しました。
・水質検査計画に基づいて水質検査を実施し、検査結
果を随時上下水道局ホームページで公表しました。
・自動水質測定装置点検整備委託は契約締結しまし
た。
・県水の水質などの速報を課内で共有し、必要に応じて
他課に情報を伝え、情報共有を行いました。

327 58% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・貯水槽情報を市保健所に提供しました。
・上下水道局ホームページ、水道便利帳に貯水槽の維
持管理方法について掲載し、広報活動を実施しました。
・新規貯水槽（9月末時点6件）の検査時に、貯水槽に維
持管理方法についてのステッカーの貼付を確認しまし
た。
・設置者送付先データの精査等を実施しました。

1-3-3
直結給水の
普及促進

上水道維持課 お客様がいつでも安心して水道を利用できるよう、水道
事業者や水道施設の設置者と連携しながら、安全な水
源を確保し、水道水がお手元に届くまでのすべての過
程で安全かつ良質な水質を保ちます。

貯水槽の設置場所や定期的な清掃・点検が不要にな
り、常に新鮮かつ安全・安心な水道水を直接供給する
「直結給水」の普及を図るため、マンション等の高層建
物における「直結増圧式給水方式」への切替を促進しま
す。

・直結増圧式給水方式設計施行基準に基づき、設置者
と協議を行い、適切に事業を実施します。
・直結増圧式給水方式の普及を図るため、上下水道局
ホームページ等により広報活動を行います。

①0

②0

0 - B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・直結増圧式給水方式設計施行基準に基づき設置者と
協議を行い、許可業務を実施しました。事前協議許可件
数 55件（9月末時点）

①94,875

②94,875

1-3-2
水道管洗浄
の促進

上水道維持課 お客様がいつでも安心して水道を利用できるよう、水道
事業者や水道施設の設置者と連携しながら、安全な水
源を確保し、水道水がお手元に届くまでのすべての過
程で安全かつ良質な水質を保ちます。

水道管の多くは鋳鉄管またはダクタイル鋳鉄管であり、
管内面に防錆処理をしていますが、鉄錆の発生等によ
り濁り水が発生する恐れがあります。そのため、水道管
内の洗浄作業を実施することにより、管内状態を改善
し、安全・安心な水道水を提供します。

・配水管洗管計画に基づき、効率的に洗管作業を行い
ます。
・水質劣化の起こりやすい配水管端末地区やお客様
ニーズの高い地区において定期的に排水作業を行いま
す。

90,537 95% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・配水管洗管業務委託については発注済であり、洗管
作業も予定通り進めています。
・水質劣化の起こりやすい配水管端末地区は定期的に
排水作業を行っています。

561

94,875

0



令和５年度水道事業評価（中間）一覧表

上半期
執行額
（千円）

上半期
執行率

事業
進捗度

進捗状況

目
指
す
べ
き

方
向
性

基
本
政
策

施策 事業名称 主管課 基本政策 事業目的
取組内容、数値目標及び

スケジュール
（単年度）

①当初予算額
(千円)

②現計予算額
(千円）

当初予算
額

（千円）

快適な生活のために、浄配水場や配水管の計画的・効
率的な更新および適切な維持管理を行うとともに、非常
時の被害を最小限にする管網の整備を推進し、様々な
漏水対策を図り、常に安定した水圧で途切れることなく
水道水を供給します。

2-1-1
浄配水場施
設の更新

浄水課 ・上青木浄水場は、委託3件工事1件を実施します。
・新郷浄水場は、委託2件工事1件を実施します。
・神根浄水場は、委託2件工事2件を実施します。
・横曽根浄水場は、工事2件を実施します。
・石神配水場は、工事3件を実施します。
・鳩ヶ谷浄水場は、委託1件を実施します。
・場外加圧ポンプ、工事2件を実施します。
・南平配水場は、委託1件工事1件を実施します。

施設更新基本計画に基づき、浄配水場施設の更新工
事を実施します。更新にあたっては、将来の水需要に応
じた施設規模の適正化を図ります。

①1,438,971

②1,597,686

2-2
配水管
網の強
化

2-2-1
配水管の
ネットワーク
化の推進

上水道建設課

2-2-2
効率的な管
路の拡張・
充実

上水道建設課

979,9792-1
水道施
設の更
新

61% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・上青木浄水場は、委託1件及び工事1件が施工中で、
委託2件が中止になりました。
・新郷浄水場は、委託2件が施工中で、追加された委託
1件と工事1件は、発注に向けて設計書・図面等作成中
です。
・神根浄水場は、委託2件が施工中で、追加された工事
含め工事3件が施工中です。
・横曽根浄水場は、工事2件が施工中です。
・石神配水場は、工事3件が契約締結し、現場調査等を
行う予定です。
・鳩ヶ谷浄水場は、委託（2ヵ年継続）が1件現在発注準
備中です。
・加圧ポンプは、工事1件が中止になり、工事1件が工期
内に完了しました。

強
靭

2,446,718 74% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・管路更新計画に基づき、高級鋳鉄管0.11km(繰越し
0.57km除く)を更新しています。
・管路更新計画に基づき、経年管12.85km(繰越し0.33km
除く)を更新しています。

2-1-2
老朽化管路
の計画的更
新

上水道建設課 快適な生活のために、浄配水場や配水管の計画的・効
率的な更新および適切な維持管理を行うとともに、非常
時の被害を最小限にする管網の整備を推進し、様々な
漏水対策を図り、常に安定した水圧で途切れることなく
水道水を供給します。

強靭性の低い高級鋳鉄管等や法定耐用年数を超える
ダクタイル鋳鉄管等の老朽管を、施設更新基本計画お
よび老朽度診断結果等に基づき耐震管へ更新します。

・管路更新計画に基づき、高級鋳鉄管0.41kmを更新しま
す。
・管路更新計画に基づき、経年管12.86kmを更新しま
す。
・工事施工にあたり、濁り水発生、出水不良及び交通渋
滞等を抑制するため、施工業者と綿密に施工方法、施
工体制を確認します。

①3,320,948

②3,320,948

2
安
定
・
快
適
な
水
道
水
の
供
給

快適な生活のために、浄配水場や配水管の計画的・効
率的な更新および適切な維持管理を行うとともに、非常
時の被害を最小限にする管網の整備を推進し、様々な
漏水対策を図り、常に安定した水圧で途切れることなく
水道水を供給します。

市内全域を網羅している配水管網を、拠点浄配水場を
軸とした5つのエリアに基幹ブロック（大ブロック）化し、
水圧や流量などの快適性の向上を図ります。また、非常
時には、断水範囲を最小限にくい止めるとともに、被害
区域内を集中的に補修し、早期に復旧するためのネット
ワークを構築します。

・配水ブロック化事業実施計画に基づき、石神ブロック
のブロック化に必要な仕切弁や排水設備を整備します。
・工事施工にあたり、濁り水発生、出水不良及び交通渋
滞等を抑制するため、施工業者と綿密に施工方法、施
工体制を確認します。

①108,902

②108,902

29,832 27% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・配水ブロック化事業実施計画に基づき、石神ブロック
のブロック化に必要な仕切弁や排水設備を整備してい
ます。

142,635 54%

65,514

442,309 57% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・区画整理事業施行地区等、配水管の整備が必要な路
線3.64㎞を耐震管により整備しています。

B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・設備点検を行い、正常に動作することの確認をしまし
た。
・機器の故障に対して、原因調査し修繕を行っている。
・市内への配水に影響が出ないように、適切な運転管理
に努めています。

2-2
配水管
網の強
化

2-3
維持管
理の充
実

2-3-1
浄配水場の
適切な維持
管理

浄水課 快適な生活のために、浄配水場や配水管の計画的・効
率的な更新および適切な維持管理を行うとともに、非常
時の被害を最小限にする管網の整備を推進し、様々な
漏水対策を図り、常に安定した水圧で途切れることなく
水道水を供給します。

浄配水場設備の適切な維持管理を図るとともに、配水
量の変化に応じた適切な運転管理を継続します。

・安定した運用を行うため、定期的な設備点検を実施し
ます。
・不測の機器故障に対しても、迅速に対応し、被害を最
小限にします。
・設備の更新時も安定した水道水を供給するため、適切
な運転管理を行います。

①263,591

②263,591

快適な生活のために、浄配水場や配水管の計画的・効
率的な更新および適切な維持管理を行うとともに、非常
時の被害を最小限にする管網の整備を推進し、様々な
漏水対策を図り、常に安定した水圧で途切れることなく
水道水を供給します。

安全・安心な水道水を安定して供給するため、管網未整
備路線等に配水管を整備します。

・区画整理事業施行地区等、配水管の整備が必要な路
線4.51㎞を耐震管により整備します。
・工事施工にあたり、濁り水発生、出水不良及び交通渋
滞等を抑制するため、施工業者と綿密に施工方法、施
工体制を確認します。
・区画整理事業施行者や他企業者と工事が競合する場
合などは、工事時期や施工方法等の調整を図り、効率
的に工事を実施します。

①773,537

②773,537

81% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

快適な生活のために、浄配水場や配水管の計画的・効
率的な更新および適切な維持管理を行うとともに、非常
時の被害を最小限にする管網の整備を推進し、様々な
漏水対策を図り、常に安定した水圧で途切れることなく
水道水を供給します。

・管網の適切な維持管理を図るため、マッピングシステ
ムを活用し漏水調査を行い、漏水修理などを実施しま
す。
・水道事故や漏水の早期復旧に対応するため、給水台
帳を整備します。

・給水台帳、竣工図、道路台帳、管網解析システムなど
の各種情報を基にマッピングシステムのデータ更新を継
続的に行います。
・より効果的な維持管理ができるようシステム改造を含
め、マッピングシステムのあり方について検討します。
・マッピングシステムについて作成されたマニュアルに関
し、利用する担当者の意見を反映して、更なる操作性の
向上を図ります。
・次期マッピングシステムに係る仕様検証を行います。

①80,755

②80,755

2-3-2
管網の適切
な維持管理

上水道維持課 ・給水台帳、竣工図、道路台帳などの各種情報を基に
マッピングシステムのデータ更新を継続的に行いまし
た。
・マッピングシステムのデータ精度向上のため、過年度
の給水台帳等を点検し、データの検証・修正を継続的に
行いました。
・水理解析システム内部のデータの更新を行い、併せて
データの検証・修正を行いました。

1,438,971

3,320,948

108,902

773,537

263,591

80,755



令和５年度水道事業評価（中間）一覧表

上半期
執行額
（千円）

上半期
執行率

事業
進捗度

進捗状況

目
指
す
べ
き

方
向
性

基
本
政
策

施策 事業名称 主管課 基本政策 事業目的
取組内容、数値目標及び

スケジュール
（単年度）

①当初予算額
(千円)

②現計予算額
(千円）

当初予算
額

（千円）

・事業3-1-2「応急給水・復旧体制の整備」と合わせ、よ
り効果的な災害用資機材等の研究を行い、局内での情
報共有を行います。
・各浄配水場の災害用資機材を点検し、災害用資機材
管理台帳の更新を行います。また、発電機の保守点検
を行います。
・指定給水所への配水、備蓄ボトル水を補うものとして、
家庭でのボトル水備蓄の啓発を行います。
・給水袋3,000枚の備蓄を行います。
・ボトル水を製造し、各指定給水所等に配備を行いま
す。

3
災
害
対
策
の
推
進

830,588

261,416 25% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・「老朽給水管布設替計画」に基づき私道内老朽給水管
布設替委託を発注しました。また、令和5年度以降の計
画を更新しました。
・配水管新設・布設替に伴う給水管切替は190箇所（9月
末時点）、宅地内ステンレス管切替箇所は0箇所（9月末
時点）でした。
・橋梁添架配水管塗装工事の発注準備を行っていま
す。

①1,056,534

②1,056,534

231,376 28% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・漏水修理完了までの時間を集計・検証し、修理時間の
短縮に努めています。
・緊急漏水調査委託では400件（9月末時点）の漏水を発
見するとともに、漏水多発地区（芝・青木・神根）に調査
委託を発注し作業を進めています。又、基幹管路を対象
に調査委託を発注し作業を進めています。

2-4-3
私道内給水
管布設替整
備補助の促
進

上水道維持課

1,056,534

0 0% C
 

予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る

2-4
漏水対
策の強
化

2-4-2
老朽給水管
布設替の推
進

上水道維持課 快適な生活のために、浄配水場や配水管の計画的・効
率的な更新および適切な維持管理を行うとともに、非常
時の被害を最小限にする管網の整備を推進し、様々な
漏水対策を図り、常に安定した水圧で途切れることなく
水道水を供給します。

漏水発生頻度が高い私道内の老朽給水管の布設替え
を行うとともに、配水管の布設替工事等に合わせて、給
水管をステンレス鋼管等に切替えるなど、漏水率の低減
を図ります。

・「老朽給水管布設替計画」に基づき私道55路線の老朽
給水管の布設替えをします。
・漏水発生件数の実績に基づき令和6年度以降の「老朽
給水管布設替計画」を更新します。
・配水管新設・布設替に伴い、給水管切替箇所で給水
管をステンレス鋼管に布設替することにより、出水不良
の解消や漏水防止を図ります。
・宅地内メーターまでのステンレス鋼管での切替率を前
年度より向上させ、宅地内の漏水防止を推進します。
・橋梁添架配水管の維持修繕を施します。

強
靭

2-4
漏水対
策の強
化

・１次側漏水修理はお客様からの通報から漏水修理完
了までの時間を短縮します。
・漏水多発地区の漏水調査と緊急漏水調査委託を実施
し、早期発見・早期修繕を実施します。
・前年度より漏水率の低減を目指します。（目標漏水率
6.0％）

①830,588

②830,588

①307,696

②307,696

3-1
震災対
策の強
化

3-1-1
水道施設の
耐震化

上水道建設課 地震や風水害といった自然災害などにおいて、非常時
への備えを強化し、また、一日でも早い安定した日常生
活の回復のために、社会基盤を支える企業としての役
割を果たします。

20,000

307,696 232,745 76% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・災害発生時においても市民の救護等に支障とならない
よう、救急告示医療機関への配水ルートを耐震管により
0.49ｋｍ更新しています。

快適な生活のために、浄配水場や配水管の計画的・効
率的な更新および適切な維持管理を行うとともに、非常
時の被害を最小限にする管網の整備を推進し、様々な
漏水対策を図り、常に安定した水圧で途切れることなく
水道水を供給します。

補助金を交付することにより私道内の給水管布設替整
備工事を促進し、給水管の老朽化に伴う出水不良およ
び漏水多発等の解消に努め、給水の安定と漏水率の低
減を図ります。

・お客様の申請に基づき13路線の老朽管をステンレス
鋼管に布設替えすることにより、出水不良や漏水を解消
し、給水管網の整備促進を図ります。
・引き続き、申請予定件数の把握に努め、補助金の予
算執行を適正に実施します。

①20,000

②20,000

・補助金申請に係る相談件数は4月から11件、申請は0
件となっております。
・補助金の利用促進を目指して、4月から本庁舎、支所
等市内9カ所にチラシの設置を行いました。また、8月発
行のみずぐるまに私道補助3課（道路維持課・上水道維
持課・下水道維持課）による特集記事を掲載し、利用促
進を図りました。

災害時や非常時の応急給水・復旧体制を整備し、情報
収集機能の強化、関係団体等との連携強化など、社会
基盤の一翼を担う水道事業体として対応策の強化を図
ります。

・上下水道局災害対策訓練等から得られた知見を活か
して、マニュアルの更新を行います。
・日本水道協会や水道災害相互応援四市連絡協議会
については、該当事業体や関連団体と継続的な情報交
換を行います。
・継続的な局内全体の応急給水復旧体制の基礎を整え
維持するよう働きかけます。

①169

②169

169

10,596

5 3% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・水道災害相互応援四市連絡協議会については、該当
事業体との応援体制表を更新しました。

6,188 58% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・ボトル水の製造を行い、効率的な配備が行えるよう計
画を策定中です。

地震や風水害といった自然災害などにおいて、非常時
への備えを強化し、また、一日でも早い安定した日常生
活の回復のために、社会基盤を支える企業としての役
割を果たします。

災害時に効率的かつ効果的な応急給水、災害復旧作
業が行えるよう資機材等の整備を進めます。

①10,596

②10,596

3-1-2
応急給水・
復旧体制の
整備

上下水道総務課 地震や風水害といった自然災害などにおいて、非常時
への備えを強化し、また、一日でも早い安定した日常生
活の回復のために、社会基盤を支える企業としての役
割を果たします。

3-1
震災対
策の強
化

3-1-3
災害用資機
材の整備

上下水道総務課

地震等の災害発生時においても市民の救護活動等に
支障をきたすことのないよう、浄配水場から重要給水施
設（災害拠点病院および救急告示医療機関）への配水
ルートを優先的に耐震化します。

・災害発生時においても市民の救護等に支障とならない
よう、救急告示医療機関への配水ルートを耐震管により
0.47ｋｍ更新します。
・工事施工にあたり、濁り水発生、出水不良及び交通渋
滞等を抑制するため、施工業者と綿密に施工方法、施
工体制を確認します。

2-4-1
漏水調査・
漏水対応

上水道維持課 快適な生活のために、浄配水場や配水管の計画的・効
率的な更新および適切な維持管理を行うとともに、非常
時の被害を最小限にする管網の整備を推進し、様々な
漏水対策を図り、常に安定した水圧で途切れることなく
水道水を供給します。

漏水の早期発見・早期修理により、漏水率の低減を目
指します。

2
安
定
・
快
適
な
水
道
水
の
供
給



令和５年度水道事業評価（中間）一覧表

上半期
執行額
（千円）

上半期
執行率

事業
進捗度

進捗状況

目
指
す
べ
き

方
向
性

基
本
政
策

施策 事業名称 主管課 基本政策 事業目的
取組内容、数値目標及び

スケジュール
（単年度）

①当初予算額
(千円)

②現計予算額
(千円）

当初予算
額

（千円）

地震や風水害といった自然災害などにおいて、非常時
への備えを強化し、また、一日でも早い安定した日常生
活の回復のために、社会基盤を支える企業としての役
割を果たします。

・水道施設に毒物投入などのテロ攻撃を受けると、市民
生活や経済活動を脅かす事態となることから、テロ行為
抑止のため、水道施設の警備強化および水質監視体制
の強化を図ります。
・緊急時の飲料水の供給体制、関係団体等との連携な
どの対策強化を図ります。

・浄配水場の機械警備や進入防止策を維持し、調査研
究を行い警備体制の強化を図ります。
・応急給水訓練を実施します。
・関係団体との連携強化を図ります。
・上青木浄水場外周フェンスの更新を行います。

①70,008

②70,008

56,494 81% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・複数年契約を行うことにより、年間を通して安定的な高
度機械警備体制を維持し、浄配水場の安全を確保して
います。
・会議等を通じ、日本水道協会等の関係団体との連携
強化を図りました。
・上青木浄水場北・西側フェンス改修工事の契約を締結
し、関係各課や工事業者と打ち合わせ等を実施中で
す。

強
靭

3-2
危機管
理体制
の確立

3-2-1
テロ対策の
強化

上下水道総務課 70,008

0 0 - B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・ダム貯水量等の情報収集を行い、渇水状況の注視に
努めています。
・水源情報、水源地積雪状況および気象庁長期予報情
報を収集し、必要に応じ局内への周知を行っています。

3-2-3
水道事故対
策の強化

上下水道総務課 地震や風水害といった自然災害などにおいて、非常時
への備えを強化し、また、一日でも早い安定した日常生
活の回復のために、社会基盤を支える企業としての役
割を果たします。

配水管の布設工事等において、不測の事故が起こらな
いよう防止策を講じます。また、事故発生時には、迅速
な対応に努めます。

・令和４年度分の水道事故報告について、その原因・対
応策を調査、研究します。
・水道事故発生時には、迅速に対応し、被害を最小限に
止めます。

①0

②0

地震や風水害といった自然災害などにおいて、非常時
への備えを強化し、また、一日でも早い安定した日常生
活の回復のために、社会基盤を支える企業としての役
割を果たします。

水源となるダム貯水量等の情報収集を行い、渇水時に
おいても、安定した水道水の供給に努めます。

・渇水状況に応じ、渇水対策マニュアルに沿って、非常
時体制へ速やかに移行します。
・渇水対策マニュアルを適宜更新します。
・水源情報、水源地積雪状況及び気象庁長期予報等を
収集し、情報提供を行います。

①0

②0

3-2-4
災害対応の
強化

上下水道総務課 地震や風水害といった自然災害などにおいて、非常時
への備えを強化し、また、一日でも早い安定した日常生
活の回復のために、社会基盤を支える企業としての役
割を果たします。

市民生活や経済活動に不可欠な重要なライフラインを
担う水道事業体として、あらゆる脅威や非常時へ対応す
るため、体制整備を図ります。

・新型インフルエンザのほかノロウイルス等感染症に関
する情報を収集し、組織内において共有します。
・感染症予防講習会を実施します。
・定期的に放射性物質に関する水質検査を実施し、埼
玉県の検査結果とともにホームページに掲載します。
・各浄配水場の自家発電設備の日常点検を行うほか、
自家発電設備に必要な石油燃料を確保します。
・通信機能停止を想定した運転訓練を行うとともに、緊
急時対応マニュアルを適宜更新します。

①243

②243

0 0 - B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・令和4年度に発生した事故の情報について、検証を行
いました。

144 59% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・新型コロナウイルス感染症に関する情報を収集し、組
織内に周知し、感染予防対策を実施しました。
・定期的に放射性物質に関する水質検査を実施し、埼
玉県の検査結果とともにホームページに掲載していま
す。
・非常用自家発電設備の試運転を月2回行いました。試
運転後に燃料の残量を確認し、必要な量を確保しまし
た。

243

持
続

4-1
お客様
サービス
の向上

4-1-1
お客様セン
ターの利便
性の向上

料金課 信頼される水道サービスであるために、お客様に正確・
迅速・丁寧に対応するとともに、お客様ニーズの把握に
よりサービスを充実し、積極的な情報提供により相互理
解を深め、お客様の満足度を高めます。

上下水道局お客様センターの利便性の向上を図るた
め、継続的に機能の検証を行います。また、窓口でのご
意見やご要望などのお客様の声を業務に反映させ改善
に努めます。

・インターネットを利用した水道使用開始・中止等の届け
出方法を推進します。
・委託事業者と毎月連絡調整会議を開催し、お客様の
意見、要望等の把握に努めます。
・検針・収納等委託業務が円滑に稼動しているか検証し
ます。

①679,354

②679,354

679,354 330,911 49% A
 

予
定
以
上
の
進
捗

・インターネットを利用した使用開始・中止等の届け出件
数は、令和5年4月から9月末時点で5,175件であり、昨年
度同期（4,709件）の1.10倍です。
・意見・要望等及び委託業務の円滑な稼働については、
検針・収納等委託業者から意見・要望を含む月次報告
書を提出させるとともに、毎月連絡調整会議を開催し、
事業の進捗状況を共有、把握、検証しています。

22,876 40% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・クレジットカード決済、スマートフォン決済について、利
用者数が伸びており、今後もキャッシュレス決済を推進
します。
・新たな支払いチャネルとして、スマートフォン決済の取
り扱いブランドのうち、令和5年6月16日より楽天ペイ、J-
Coin Pay、銀行Paｙ（ゆうちょPay等）を導入しました。

①57,400

②57,642

57,400お客様の利便性を高めるため、多様化するお客様ニー
ズを把握し、サービスの充実に努めます。

・導入したクレジットカード決済、スマートフォン決済の収
納比率を検証します。
・口座振替割引制度導入後の期限内納付率を検証しま
す。
・新たな支払いチャネルの導入に向けた調査・研究を進
めます。
・取扱金融機関の拡大について、調査・研究を進めま
す。

4-1-2
サービスの
多様化

料金課 信頼される水道サービスであるために、お客様に正確・
迅速・丁寧に対応するとともに、お客様ニーズの把握に
よりサービスを充実し、積極的な情報提供により相互理
解を深め、お客様の満足度を高めます。

3
災
害
対
策
の
推
進

4
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

3-2
危機管
理体制
の確立

3-2-2
渇水対策の
強化

上下水道総務課



令和５年度水道事業評価（中間）一覧表

上半期
執行額
（千円）

上半期
執行率

事業
進捗度

進捗状況

目
指
す
べ
き

方
向
性

基
本
政
策

施策 事業名称 主管課 基本政策 事業目的
取組内容、数値目標及び

スケジュール
（単年度）

①当初予算額
(千円)

②現計予算額
(千円）

当初予算
額

（千円）

0 - B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・令和2年度より実施しているクレジットカード決済・ス
マートフォン決済・口座振替割引制度により、水道料金
のキャッシュレス化に取り組んでいます。
・現年度収納率は81.23％、過年度収納率は93.14％（9
月末時点）であり、昨年度同期（現年度81.63％、過年度
93.10％）と比較し、現年度分は低下、過年度分は向上し
ています。

個人情報の管理を徹底し、漏えい防止のため万全の体
制整備を図ります。また、川口市情報公開制度の厳格
運用を継続するとともに、積極的かつ迅速に、わかりや
すい情報発信に努めます。

・個人情報の保護に関する法律を遵守し、川口市情報
セキュリティポリシーの厳格運用を継続します。
・委託企業による個人情報保護に対する取組みについ
て検証を行います。
・職員に対し情報セキュリティに係る研修を実施し、個人
情報保護の徹底を図ります。
・上下水道事業年次報告書を作成します。

①54

②55

54

4-1
お客様
サービス
の向上

4-1-4
水道事業PR
とお客様の
声の反映

上下水道総務課 信頼される水道サービスであるために、お客様に正確・
迅速・丁寧に対応するとともに、お客様ニーズの把握に
よりサービスを充実し、積極的な情報提供により相互理
解を深め、お客様の満足度を高めます。

・お客様の水道事業への理解を促進するため、上下水
道局ホームページ、広報誌、各種イベントにおけるPR活
動等により、積極的な情報発信に努めます。
・市民意識調査やアンケート等によりお客様の意見を収
集し、お客様ニーズの的確な把握とお客様の意見を水
道事業に反映させるため、広報・広聴体制を推進しま
す。

・各種イベント参加により水道のPR事業を実施します。
・ホームページアンケートおよびイベントでのアンケート
調査を実施し、結果を事業に反映させます。
・ポスターコンクールを開催し、表彰式、展示会を実施し
ます。
・上下水道広報誌「みずぐるま」を発行し、満足度の高い
情報提供に資するように工夫を凝らします。

①8,319

②8,319

55 100% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・個人情報の保護に関する法律を遵守し、川口市情報
セキュリティポリシーの厳格運用を継続しました。
・委託企業による個人情報保護に対する取組みについ
て検証するとともに、情報資産の取扱いについて適切な
指導を行う予定です。
・上下水道局新任職員研修にて、情報セキュリティ研修
を実施しました。
・上下水道事業年次報告書を作成し、ホームページ等に
おいて公表しました。

6,078 78% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・イベントについては、10月以降複数出展予定です。
・ホームページアンケートを実施し、水道事業の広報や
学習事業についての認知度の把握や、お客様からのご
意見・ご要望を収集しました。また、市民意識調査につ
いては、10～11月に実施します。
・ポスターコンクールを開催し、7月に入選者を対象とし
た表彰式を行いました。展示会については、8月に川口
市役所第一本庁舎、9月に川口市アートギャラリーアトリ
アで開催しました。
・8月に上下水道広報誌「みずぐるま」を発刊し、水道管
の老朽化に関する記事や、水道事業の取組みに関する
記事など、各課の事業について掲載しました。

持
続

持
続

5-1
地域社
会との協
働

5-1-1
地域社会と
の連携強化

上下水道総務課 水道事業を通じて、社会との調和を実現するために、社
会貢献活動に積極的に取り組みます。また、限りある自
然環境を未来に残せるよう環境と調和した事業を推進し
ます。

・地域住民の水道事業への正しい理解を促進するた
め、浄水場や水道庁舎を活用し、「水道」について学習
する環境を整えます。
・市民の皆様との積極的なコミュニケーションを通し、水
道事業への理解と協力を促します。
・地域住民との災害訓練等の場を捉え、防災対策の促
進を図るとともに、地域との連携強化を図ります。

・水の学習会について、栃木県鹿沼市との上下水道交
流事業（南摩ダム）として実施します。
・浄水場等を活用した上下水道学習プログラムを実施
し、内容の充実に努めます。
・上下水道学習用パンフレットを施設見学者や市内小学
校に配布します。また、内容の更新を行います。

①847

②847

5
社
会
・
環
境
と
の
調
和

5-2
資源の
有効利
用と環境
負荷の
軽減

5-2-1
資源・エネル
ギーの有効
活用

財務課 水道事業を通じて、社会との調和を実現するために、社
会貢献活動に積極的に取り組みます。また、限りある自
然環境を未来に残せるよう環境と調和した事業を推進し
ます。

70 8% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・市内在住の小学生と保護者を対象に水の学習会を行
いました。今年度は、栃木県鹿沼市との上下水道交流
事業（南摩ダム）として実施し、建設中の南摩ダムの見
学に加え、そば打ちの体験や鹿沼市の伝統工芸・鹿沼
組子の製作などを行い、参加者と積極的に交流するとと
もに、水道に関する理解を促しました。
・市内における水道施設の見学は、現在実施について
の準備を進めています。
・上下水道学習用パンフレットについては、引き続き内
容の見直しについて検討します。

1,106 42% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・燃料使用量は、目標上限に値に対し、40.8％であり、
予定範囲内です（9月末時点）。
・建設発生土などの再生資源を有効活用しています。

①2,621

②2,621

6-1
財政基
盤の強
化

6-1-1
水道料金の
継続的検討

上下水道総務課 将来にわたり安定した水道事業を継続していくために、
経営資源を効果的に活用し、健全な財政状況のもと、組
織能力・組織体制を強化し、中長期的な視点に立った経
営を行います。

・給水収益の減少や水道施設の老朽化など、厳しい経
営環境の中でも、安全・安心な水道水を安定してお届け
するために、適切な水道料金と料金体系を検討します。
・大口需要者の動向を調査し、精度の高い水需要予測
をすることで、適切な料金改定の時期、料金水準等を検
証します。

・類似団体及び県内事業者等、必要に応じて対象事業
体を抽出し、水道料金の調査・分析を行います。
・水道料金に加え、基本水量等についても調査・分析を
行います。
・大口需要者の動向を調査し、水道料金に与える影響
等を検証します。

・中核市及び県内事業者の水道料金について把握する
ための調査を行いました。
・大口需要者の動向は、引き続き調査を実施します。

①0

②0

0 - B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

2,621

0

0 ①0

②0

・収納率向上や債権管理の適正化のため、水道料金支
払いにおけるキャッシュレス決済を推進します。
・現年度収納率の維持及び過年度収納率の向上が図ら
れているか検証します。

・電力消費量削減のため、施設の更新時に高効率型設
備や省エネルギー型設備を導入します。
・これまで公用車へのハイブリッド自動車・電気自動車
の導入により削減してきた燃料使用量を今後も維持しま
す。
・循環型社会構築のため、建設発生土などの再生資源
を有効活用します。

847

・公用車の燃料使用上限量を、15,400L（H27～29年度
平均）とします。
・建設発生土などの再生資源を有効活用します。

4-1-3
情報資産の
管理と情報
提供の推進

上下水道総務課 信頼される水道サービスであるために、お客様に正確・
迅速・丁寧に対応するとともに、お客様ニーズの把握に
よりサービスを充実し、積極的な情報提供により相互理
解を深め、お客様の満足度を高めます。

料金課 将来にわたり安定した水道事業を継続していくために、
経営資源を効果的に活用し、健全な財政状況のもと、組
織能力・組織体制を強化し、中長期的な視点に立った経
営を行います。

8,319

6
経
営
基
盤
の
強
化

6-1-2
収納率の向
上

財政基盤を強化するとともに、料金負担の公平性を確
保するため、収納率の向上を図ります。

4
サ
ー

ビ
ス
の
向
上



令和５年度水道事業評価（中間）一覧表

上半期
執行額
（千円）

上半期
執行率

事業
進捗度

進捗状況

目
指
す
べ
き

方
向
性

基
本
政
策

施策 事業名称 主管課 基本政策 事業目的
取組内容、数値目標及び

スケジュール
（単年度）

①当初予算額
(千円)

②現計予算額
(千円）

当初予算
額

（千円）

893 96% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・水道広域化については、今年度中に検討部会を開催
予定です。
・利根川・荒川水系連絡協議会は総会、幹事会を書面
にて参加し、情報共有を行いました。
・公益社団法人日本水道協会は、各支部の活動を通
じ、情報共有を行いました。

48,231 85% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・令和4年度完了工事情報の更新に向けて、内容を整理
中です。
・来年度の給水収益の見込みを算定中であり、漏水防
止の施策を促進するうえで必要となる財源の正確な把
握と、それに基づく企業債の借入見込額について検討
中です。
・老朽管更新事業の財源である企業債の申請を予算と
同額で行い、申請額同額を貸し付ける通知を受けまし
た。
・職員使用端末の調達方法を見直し、リースから市と共
通仕様の端末の購入へと変更することで複数年単位で
の費用の削減を図りました。

0 - B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・次年度以降の組織・人員について、局内各課との協議
を行いました。
・令和5年4月～9月までの職員の時間外勤務について、
令和3年度の同時期と比較し、約23％減少していること
を把握しました。

持
続

6-1
財政基
盤の強
化

6-1-3
資産・資金
管理の効率
化

上下水道総務課 将来にわたり安定した水道事業を継続していくために、
経営資源を効果的に活用し、健全な財政状況のもと、組
織能力・組織体制を強化し、中長期的な視点に立った経
営を行います。

・持続可能な水道事業を実現するために、アセットマネ
ジメントを活用した効率的な資産の管理運営に努めま
す。
・将来にわたり健全な経営に資するため、安全性、流動
性を確保した資金管理を行います。
・中長期的な資金需要を把握し、事業規模に見合った企
業債の借入れを行うことで、過度に借入金に依存するこ
とのない持続可能な財政運営に努めます。
・庁内LANにより情報資産を効率的かつ適正に管理・運
用するとともに、情報セキュリティマネジメントによりウイ
ルス感染など様々なリスクにおける被害を最小限にとど
めます。

・維持管理情報を更新蓄積し、データベースの精度を高
めます。
・収入の確保が見込まれる財源の範囲で支出予算を編
成し、施設更新費用の抑制と平準化に努めます。
・企業債の借入れは、事業推進に見合った適正な額で
行います。
・職員使用端末の調達方法を見直し、費用の削減を図り
ます。

①56,767

②56,767

56,766

6-2
組織能
力の向
上

6-2-2
人材の育成

上下水道総務課 将来にわたり安定した水道事業を継続していくために、
経営資源を効果的に活用し、健全な財政状況のもと、組
織能力・組織体制を強化し、中長期的な視点に立った経
営を行います。

重要なライフラインを担う水道事業体として、資格取得
や外部研修への参加を奨励するとともに、職員間で知
識や技術を共有することにより、各事業に関する専門的
な知識等を有する職員を継続的に育成し、将来にわ
たって水道事業を維持、継続していくために必要な専門
的知識および技術の継承を図ります。

・局研修計画を継続して実施し、研修への参加を促進し
ます。
・職務に必要な資格取得を奨励します。

  ①1,155

②1,155

①0

②0

将来にわたり安定した水道事業を継続していくために、
経営資源を効果的に活用し、健全な財政状況のもと、組
織能力・組織体制を強化し、中長期的な視点に立った経
営を行います。

事務事業や組織の見直し等により、人的資本を有効に
機能させるとともに、「人材の育成」事業とあわせ、組織
全体の価値提供水準を向上させます。

・社会情勢が変化する中、お客様ニーズへの適切な対
応を図るため、効率的かつ効果的な組織体制づくりを検
討します。
・ワークライフバランスの観点から、職員の時間外勤務
の実施時間を令和3年度比で5％削減できるよう、事務
改善等を含めた適正かつ効率的な組織運営を図りま
す。

①0

②0

846 73% B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・異動等により新たに上下水道事業に携わる職員に対
し、上下水道事業職員研修を実施しました。
・研修の参加を促進し、延べ34人（9月末時点）が18講座
の外部研修に参加しました。

0 - B
 

予
定
ど
お
り
の
進
捗

・事業評価および中期経営計画のローリングを実施し、
各事業の進捗管理を行っています。
・将来の収支見込みを検証し、財政計画を検討するとと
もに、水道ビジョン改訂に向けての準備を進めていま
す。

0

1,155

0・事業評価および中期経営計画のローリングを実施し、
各事業の進捗管理を行います。
・財政収支計画を検証するとともに、水道ビジョン改訂の
準備を進めます。
・民間活力の導入について他事業体の動向を調査しま
す。

6-3-2
広域連携の
強化

上下水道総務課 将来にわたり安定した水道事業を継続していくために、
経営資源を効果的に活用し、健全な財政状況のもと、組
織能力・組織体制を強化し、中長期的な視点に立った経
営を行います。

・水需要の減少、人材の確保などの課題に対し、他の水
道事業者と連携し、管理の一体化や施設の共同化など
の広域化施策を検討します。
・水道事故などの危機対応のため、関係団体との連絡
体制の構築、情報の共有化を図ります。

①927

②927

・「埼玉県水道整備基本構想」に基づき、関係団体と検
討部会を開催し、水道広域化について検討します。
・利根川・荒川水系水道事業者連絡協議会における連
携を図ります。
・日本水道協会における連携を図ります。
・埼玉県営水道用水購入団体等連絡協議会における連
携を図ります。

6-3
経営体
制の強
化

927

6-3-1
中期経営計
画の運用

上下水道総務課 将来にわたり安定した水道事業を継続していくために、
経営資源を効果的に活用し、健全な財政状況のもと、組
織能力・組織体制を強化し、中長期的な視点に立った経
営を行います。

・経営基盤の強化を図るため、中期経営計画を策定し、
各事業の進捗管理を行います。
・中期経営計画に基づく財政とバランスのとれた施設整
備を進めます。

6
経
営
基
盤
の
強
化

6-2
組織能
力の向
上

6-2-1
適正な組織・
職員配置

上下水道総務課


